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 月食は肉眼で観察できるが、日食は肉眼では観察で

きない。光球（太陽の表面）があまりにも明るいから

だ。中村理科の「遮光シート」は、数分間連続で太陽

を見ても安全に設計されている。炭素の微粒子を PET

の中に配合してあるのだ。 

 

 これがシートを５分割したところだ。切断後の大き

さは縦 4.2cm、横 14.8cm となる。このままでも、大人・

子どもとも、両目を十分に覆って安全に観察できる。 

 

 しかし、私はより安全に、楽しく観察できるように

と思い、遮光シートをはめ込む「型枠」を用意した。

顔を覆う面積が大きいほど安全で、「日焼け防止」に

もなるからだ。（型紙は２ページ目に掲載） 

 

 子どもでも簡単に作れるので、授業に余裕があるク

ラスは授業中に作らせ、時間がないクラスは、解説書

と一緒に材料を持ち帰らせた。まずは型紙画用紙を半

分に折って、観察用の「窓」を切り抜く。ここはどう

してもカッターナイフが必要だ。 

 

 窓枠の片方に、セロファン・テープで遮光シートを

仮止めする。その後、もう片方の窓枠周囲に、スティ

ックのりか両面テープをつける。 

 

 ２つの窓枠を、ぴったりと貼り合わせる。貼り合わ

せたら、遮光シートの周縁部から光がもれていないこ

とを確認する。教科書かノートに挟んで、しばらく圧

着すると、しわのないきれいな仕上がりになる。 



 

 

 

 

 

 


